
。

研究背景
歴史上最大の臨界事故である溶液燃料の沸騰に至る臨界事故では沸騰ボイドや濃縮による反応度効果の考慮が必要である（臨界事故）。
ポリカーボネートは加熱されると変色することにより熱吸収率が大きくなると考えられる（火災）。
ルテニウムの発生、経路上の沈着等の振る舞いに関する不明な点や、乾固段階からさらに温度が上昇した場合に放出されるセシウム量を明らかにする（蒸発乾固）。

研究内容
亜硝酸イオンによるルテニウムの揮発抑制効果の確認、ルテニウムの移行段階における壁面沈着効果の確認、乾固物内での温度分布の高精度評価
ポリカーボネートの変色段階ごとの輻射熱吸収率の評価、ドデカン＋TBP燃焼におけるHEPAフィルタ目詰まりの評価

サイクル安全研究グループの研究

日本原子力研究開発機構 原子力安全・防災研究所 安全研究センター サイクル安全研究グループ

高レベル濃縮廃液の蒸発乾固事故研究 グローブボックス火災事故研究

【ねらい】

・発生段階において、ルテニウムの揮発が亜硝酸イオンに抑制される条件（濃度
等）を確認することにより、廃液の状態の広い範囲で抑制が生じることを確認する。

・配管系などの移行経路において凝縮、沈着等によってルテニウムが取り除かれる
割合を確認する。

・乾固段階より事象が進展して高温になった場合にセシウム等が放出される条件を
確認する。

成果と
その活用

研究の全体概要

サイクル施設におけるシビアアクシデント研究

【ねらい】

・ポリカーボネートの輻射熱吸収率を測定することにより、火災時のGB破損までの
時間的余裕評価に資する。

・有機溶媒火災におけるHEPAフィルタの前後差圧急上昇の原因を特定し、 HEPA

フィルタ破損までの時間的余裕評価に資する。

 新規制基準に対する適合性の評価

 安全性向上評価に係る妥当性判断の技術的根拠として貢献
 運転時、廃止措置時のリスク評価における不確実性の低減
 複数の事故の同時発生に関するリスク評価実施手順の整備

サイクル施設におけるシビアアクシデント研究

【第４期中長期計画】

核燃料サイクル施設のシビアアクシデント時の

影響評価及び安全対策の有効性評価に必要な

放射性物質の放出挙動に対する

高レベル廃液の放射線分解生成物の影響等に

係るデータを拡充し、

事象進展解析手法に反映することにより、

ソースタームを精度良く評価できるようにする。

※燃焼後期に生じる有機溶媒(リン酸トリブチル/ドデカン混合溶媒)火災時
特有の”HEPAフィルタ差圧急上昇現象”における、無機リン酸化物粒子の
フィルタへの負荷の影響を評価するための実験研究を実施中

①GB構成材の熱分解・燃焼特性
・火炎に対する輻射吸収特性の評価
・熱分解ガスの延焼・引火性に関するデータ
（限界酸素濃度）の取得

※

従来式

ΔP≤1.0 kPa

煤煙負荷重量 / HEPA フィルタろ過面積, Ma (kg/m2)

差圧急上昇

＜多風量型フィルタ＞
赤線及び水色点線
S. Tashiro et al.,
“Differential Pressure
Changes of a High
Airflow-Type HEPA Filter
During Solvent Fire in
Reprocessing Facilities”,
Nuclear Technology, 208,
1205-1213 (2022).

＜標準型フィルタ＞
従来式の文献(図中では
横軸の単位換算して
緑点線表示)
M. Ballinger et al.,
“Aerosol Released in
Accidents in Reprocessing
Plants”, Nuclear
Technology, 81, 278-292
(1988).

右図は、平成29年度原子力施

設等防災対策等委託費（施設
等における火災事故時影響
評価試験）事業の成果を含む。

「高レベル濃縮廃液の蒸発乾固事象下の
気相条件におけるガス状のRuO4の分解挙動」
JNST Vol.57,2020(11)
JNST Most Popular Article Award 2021
受賞

「沸騰条件下における模擬廃液中に
共存する亜硝酸イオンの
揮発性ルテニウム放出に対する抑制効果」
JNST Vol.58,2021(2)
R5年度第56回日本原子力学会奨励章受章
「亜硝酸の揮発性ルテニウム放出に
対する抑制効果」
R6年度理事⻑表彰受賞


